              台湾日語教育学会　J-GAP TAIWAN 　第16次月例会　
　　　　　　                              
　　　　　　　　  主題： ＜日語教師如何連貫「指導→學習→評量(語言認證)」＞
ワークショップの部
日時：2013年6月25日(火)、26日(水)、27日（木）　10：00～17：00（9：30～報到）
場所：(台北)東呉大學　第一教師研究大樓　R1006教室

講師：當作靖彦先生（カリフォルニア大学サンディエゴ校　教授）

使用言語：日本語
講演の部

日時：2013年6月28日（金）　13：00～15：00（12：30～報到）
場所：(台中)東海大學教室HT302遠距多功能教室暨會議室
講師：當作靖彦先生

使用言語：日本語

【講師からのメッセージ】
効果的な教育では、教育目標—教育プロセスー評価の３つがシステムとして連係しています。このシステムが効果的にデザインされ、実施された場合には最大の教育効果をあげることができます。このワークショップでは、このシステムを効果的に作るカリキュラムのバックワードデザインについて学び、その中で評価がどのような役割を果たすか考えてみます。また、教育目標—教育プロセスー評価のシステムを使って、どのようにアーティキュレーションを達成するかを考えてみます。
　   您知道保證日語學習成效的機制是甚麼？
答案是「教育目標」─「學習過程」─「評量」3項合一，如果能夠好好設計這個機制的環節，並且實踐，相信就能產生最佳學習效果。
    這次的教學研究工作坊，將與各位分享如何逆向操作有效設計、營運自己的教學，特別是共同探討「評量」的功能；同時了解「教育目標」─「學習過程」的設計如何發揮「銜接語言教學」的功能，敬請各位先進騰出這三天共同學習。(陳淑娟譯)
スケジュール（案: 変更の可能性があることをご了解下さい）

【6月25日（火）】
テーマ：カリキュラムのバックワードデザインと効果的なシラバスのデザイン

目標：目標—教育—評価が連係した効果的なカリキュラムのバックワードデザインの仕方を学ぶ。学
習目標が可視化できるシラバスの書き方を学ぶ。また、シラバスを通して、どのようにアーテ
ィキュレーションを達成するかを考える。

10:00 – 11:30　カリキュラムのバックワードデザイン

11:30 – 11:40　休憩

11:40 – 12:30　能力記述による目標設定

12:30 – 1:30　　昼食

1:30 – 2:30　　目標をもとにした評価のデザイン

2:30 – 2:40　　休憩

2:40 – 4:00　　評価をもとにした教授デザイン

4:00 – 5:00　　効果的なシラバスのデザイン

【6月26日（水）】

テーマ：学習の全体的評価、要素分解評価　—　ルーブリックのデザインと使用

目標：自らの日常のテストの特徴を理解し、テストをどのように改善するかを理解する。学習者に
適切なフィードバックを与える評価法としてルーブリックの作り方を学ぶ。また、評価の結果
をどのように共有し、アーティキュレーションを達成するかを考える。

10:00 – 11:30　自らのテストを内省する。評価の基本概念を理解する。

11:30 – 11:40　休憩
11:40 – 12:30　評価の基本概念を理解する

12:30 – 1:30　　昼食

1:30 – 2:30　　評価のルーブリックを使ってみる

2:30 – 2:40　　休憩

2:40 – 4:00　　評価のルーブリックを作ってみる

4:00 – 5:00　　ルーブリックで評価してみる

【6月27日（木）】
※ノートパソコンの持参をお願いいたします。請帶筆記型電腦

テーマ：ポートフォリオ評価 — 学習プロセスの可視化と教育研究への利用

目標：学習のプロセスを可視化し、学習者が学習を効果的に内省するとともに、学習効果を上げる
ためのポートフォリオ評価の仕方を学ぶ。ポートフォリオの内容、評価を学習者の学習にどの
ように活かすか、教師の教育研究にどのように利用するかを学ぶ

10:00 – 11:30　なぜポートフォリオなのか。

11:30 – 11:40　休憩

11:40 – 12:30　ポートフォリオの内容

12:30 – 1:30　　昼食

1:30 – 2:30　　ポートフォリオの評価基準

2:30 – 2:40　　休憩

2:40 – 4:00　　 Eポートフォリオ

4:00 – 5:00　　ポートフォリオの教育研究への利用

主辦單位：東吳大學日本語文學系 ‧ 台灣日語教育學會 J-GAP TAIWAN 

贊助單位：國際交流基金‧行政院國家科學委員會

【台中講演　6月28日(金)　東海大学】
「日本語教育における「つながり」を考える」
日時：6月28日13:00~15:00(12:30開始報到)

場所:東海大學教室HT302遠距多功能教室暨會議室
講師：當作靖彦先生

講師からのメッセージ

「教育とは橋を架けることである」とよく言われます。すなわち教育とは学習者に学習を通していろいろな「つながり」を作ってやることです。この「つながり」とは未知の世界、人との「つながり」であったり、自分の住む国、社会との「つながり」であったり、ほかのクラスの内容との「つながり」であったり、下の学年、上の学年との「つながり」であったりします。この「つながり」が密接で強固である橋を架けてやることにより、学習が進み、学習者は人間として成長して、社会で活動できるようになるわけです。しかし、私たち教師は「橋を架ける」ための教育をしているでしょうか。いろいろな理由で、私たちは川や谷があっても橋を架けていなかったり、橋の代わりに壁を作っていたりしないでしょうか。アーティキュレショーンを達成することも学習者のために「橋を架ける」ことです。しっかりとした「橋が架かった」教育のシステムを作ることがJ-GAPの大きな目標です。そのためには、教師が自らの教育目標、教育内容、評価を見直し、ほかの教師と協働作業を続けていくことが大切です。また、教育理念を共有し、高い教育目標を達成していく努力をする必要があります。この講演では、「つながり」を目標にした新しい日本語教育の理念、アプローチを示すとともに、そ
れを具体化していく教室実践の方法を考えます。
主辦單位：東吳大學日本語文學系 ‧ 台灣日語教育學會 J-GAP TAIWAN 
協辦單位：東海大海日本語言文化學系

贊助單位：國際交流基金‧行政院國家科學委員會
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